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本日のゴール

本日お伝えしたいこと

製造業では、会議や現場打合せの中に、
品質改善・安全対策・技術継承につながる重要な情報 が多く含まれています。

本日は、YOMEL を活用して、それらの会話をどのように 記録・整理・共有 し、
業務改善につなげられるかをご紹介します。

本日のポイント

01

製造業で起きやすい

記録・共有の課題

02

部門別の

YOMEL活用シーン

03

活用を広げる進め方



製造業で起きている記録・共有の課題

重要な情報が「会議」と「口頭共有」に埋もれていませんか？

製造業では、日々さまざまな場面で重要な会話が発生しています。

品質

品質トラブルの原因仮説

設備
設備不具合の対応方針

安全
安全対策・ヒヤリハットの共有

顧客
顧客からの仕様変更要望

研究開発
研究開発における検討経緯

技術継承
ベテラン社員の経験則・判断基準

しかし、これらが十分に記録されない場合──

後から確認できず、属人化 ・ 伝達漏れ ・ 再発防止の遅れ につながります。



なぜ製造業で「会話の記録」が重要なのか

製造業における会話は、業務判断の履歴そのもの

KEY MESSAGE

製造業では、単に
「何を決めたか」 だけでなく、
なぜそう判断したのかが重要です。

会話を残すことで、

判断の背景・対応履歴・改善活動 を

組織の資産にできます。

記録すべき情報

1 どのような 問題 が起きたのか

2 どのような 仮説 が出たのか

3 どの案が 採用・棄却 されたのか

4 誰が・いつまでに・何を 対応するのか

5 次回確認すべき 論点 は何か



YOMELでできること

会議・打合せの内容を、業務で使える記録に変える

YOMEL は、会議や打合せの音声をもとに、文字起こし・要約・共有・検索 を支援するAI議事録ツールです。

YOMELの主な活用

A 会議内容の 自動文字起こし

B 決定事項・TODOの 整理

C 部門別・用途別の 要約作成

D 過去ログ 検索 E 共有・報告 効率化

YOMELの活用機能

・AIチャット機能

・カスタム要約機能

・単語登録機能



活用領域の全体像

製造業のさまざまな部門で活用可能

領 域 主な会議・打合せ 活用価値

製造現場 朝会、夕会、申し送り、生産進捗会議 伝達漏れ防止、現場改善

品質保証 品質トラブル、監査、是正処置会議 再発防止、監査対応

生産技術 設備不具合、保全、ライン改善会議 設備停止リスク低減

研究開発 技術レビュー、研究テーマ会議 技術継承、開発判断の記録

営業・技術営業 顧客商談、仕様確認、クレーム対応 顧客要望の社内共有

DX・情シス システム導入、部門要望整理 業務改善テーマの可視化

人事・教育 研修、面談、技術継承インタビュー 教育品質向上、暗黙知の形式知化

製造業の主要領域 すべてで、YOMELは業務ログ化とナレッジ共有を支援します



カスタム要約機能を用いて、
報告用フォーマットを作成する



【YOMEL要約結果】サンプル①【カスタム要約テンプレート】



【YOMEL要約結果】サンプル②【カスタム要約テンプレート】



・カスタム要約の使い方手順

https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/51163939768601

・動画解説
https://youtu.be/3i1XMd4BdMQ

https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/51163939768601
https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/51163939768601
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https://youtu.be/3i1XMd4BdMQ
https://youtu.be/3i1XMd4BdMQ
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AIチャット機能を用いて、
知りたい情報だけ簡単に入手する



・AIチャット機能の使い方手順
https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/56802110587033

https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/56802110587033
https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/56802110587033










工場・製造現場での活用

朝会・申し送り・改善会議を、現場ナレッジに変える

製造現場では、日々の朝会・夕会・申し送りの中で、
作業上の注意点や設備の状態、品質上の懸念 が共有されています。

活用シーン

▸朝会・夕会
▸シフト間の申し送り
▸生産進捗会議
▸現場改善会議
▸工場長会議

YOMEL活用イメージ

会話内容から、
注意事項・異常報告・対応
事項・担当者 を整理。

現場で話された内容を、
後から確認できる記録 とし
て残します。

期待効果

✓ 伝達漏れの防止

✓ シフト間共有の精度向上

✓ 改善アイデアの蓄積

✓ 本社・工場間の情報共有強化



品質保証・品質管理での活用

品質トラブルの原因・対応・判断経緯を残す

品質保証部門では、トラブル発生時の 原因分析 や、
是正・予防処置 の検討内容を正確に残すことが重要です。

活用シーン

▸品質トラブル会議
▸クレーム対応会議
▸是正・予防処置会議
▸内部監査・外部監査
▸サプライヤー品質会議

YOMEL活用イメージ

不具合内容・原因仮説・
暫定対応・恒久対策・担
当・期限 を整理。

品質対応の経緯を 後か
ら確認できる状態 にし
ます。

期待効果

✓ 再発防止策の精度向上

✓ 監査対応の効率化

✓ 顧客説明の一貫性向上

✓ 品質部門の記録負担削減
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生産技術・設備保全での活用

設備トラブル対応を、次に活かせる履歴にする

設備不具合やライン改善では、
対応の過程や現場での気づき が個人の経験に依存しやすくなります。

活用シーン

▸設備不具合対応会議
▸ライン改善会議
▸新設備導入会議
▸保全計画会議
▸ベンダー打合せ

YOMEL活用イメージ
異常内容・原因仮説・
対応履歴・再発防止策
・部品交換方針 などを
整理。
設備対応ノウハウを
組織で共有できる形
にします。

期待効果

✓ 設備停止リスクの低減

✓ トラブル対応ノウハウの蓄積

✓ ベンダーとの認識ズレ防止

✓ 保全計画の高度化
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研究開発・技術開発での活用

仮説・失敗・判断を、技術資産として残す

研究開発では、最終的な成果だけでなく、
検討過程・失敗・採用されなかった案 にも価値があります。

活用シーン

▸研究テーマ会議
▸技術レビュー
▸製品開発会議
▸試作評価会議
▸知財・特許検討会議

YOMEL活用イメージ

技術課題・実験結果・
次回検証内容・採用/
棄却の理由 を整理。

研究開発の 判断履歴 を
残します。

期待効果

✓ 技術継承の促進

✓ 担当変更時の引継ぎ効率化

✓ 過去検討の再利用

✓ 開発判断の透明化
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営業・技術営業での活用

顧客の声を、開発・品質・生産部門に正確に届ける

メーカー営業では、顧客との会話の中に、仕様・納期・品質・価格・競合情報 など、
重要な情報が含まれています。

活用シーン

▸顧客商談
▸技術仕様確認
▸クレーム対応
▸代理店会議
▸営業会議

YOMEL活用イメージ

顧客課題・要望・仕様条件
・懸念点・次回アクション
を整理。

社内の 開発・品質・生産部
門 へ共有しやすくします。

期待効果

✓ 顧客要望の伝達精度向上

✓ 仕様認識のズレ防止

✓ クレーム対応履歴の蓄積

✓ 営業ナレッジの共有
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情報システム・DX推進での活用

各部門の課題・要望を整理し、DXテーマを可視化する
DX推進部門は、製造・品質・営業・管理部門 など、
さまざまな現場から業務改善要望を受け取ります。

活用シーン

▸DX推進会議
▸システム導入会議
▸ベンダー定例
▸部門ヒアリング
▸社内説明会・勉強会

YOMEL活用イメージ

各部門の 課題・要望・
優先度・未決事項・対応
方針 を整理。

DX施策の検討材料 として
活用します。

期待効果

✓ 部門要望の見える化

✓ システム導入時の要件整理

✓ ベンダー管理の効率化

✓ DX施策の優先順位付け
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人事・教育・技術継承での活用

ベテラン社員の暗黙知を、次世代へ引き継ぐ

製造業では、熟練者の 経験や判断基準 が大きな価値を持ちます。
一方で、それらはマニュアル化されにくく、退職・異動により失われやすい情報 です。

活用シーン

▸技術継承インタビュー
▸新人研修
▸管理職研修
▸1on1・面談
▸安全教育・品質教育

YOMEL活用イメージ

ベテラン社員へのヒアリン
グや研修内容を記録し、

要点・注意点・判断基準 を
整理します。

期待効果

✓ 暗黙知の形式知化

✓ 教育資料作成の効率化

✓ 新人・異動者の早期立ち上がり

✓ 技術継承の属人化防止
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改善、活用ステップ

まずは「記録負荷が高い会議」から始める

YOMELは、全社で一気に使い始めるよりも、効果が出やすい会議から小さく始める のがおすすめです。

STEP

1

対象会議を決める

●議事録作成に時間がかかってい
る会議
●決定事項・TODOが多い会議
●後から確認する必要がある会議
●部門横断で共有が必要な会議

STEP

2

単語登録候補をピック
要約フォーマットを決める

決定事項 TODO

課題 リスク

次回確認事項

STEP

3

活用部門を広げる

記録価値の高い部門へ横展開します。

品質保証製造現場DX推進研究開発

小さく始めて、効果を確かめながら 段階的に拡大 することで、無理なく定着します



単語登録のコツ

登録優先度

1.間違えると報告内容が変わる言葉
2.頻繁に登場する製品名・設備名
3.社内略称・アルファベット・型番
4.顧客名・工場名・工程名

設定のコツ
•すべてを登録しようとしない
•「頻出度」と「誤認識時の影
響」で絞る
•正式名称だけでなく、現場での
呼び方も確認する
•実際の録音データで認識結果を
検証する
•辞書を更新する担当者を決める

良い例、悪い例

× とりあえず数百件登録

〇 頻出する重要語を約10件登録

〇 社名、人名、部署名の登録







登録された単語の音声認識テスト

①YOMELデスクと
アップアプリの歯
車マークを押す

②音声認識テストにて、
登録した単語が、正しく反映されるかのテスト
検証ができます。



・単語辞書登録の使い方手順

https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/30189097628953

https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/30189097628953
https://support.ai.yomel.co/hc/ja/articles/30189097628953


まとめ

KEY MESSAGE

YOMEL は、製造業の会話を 「業務資産」 に変える

製造業では、重要な情報が会議や現場の会話に多く含まれています。
YOMELを活用することで、これまで 個人メモや記憶に依存 していた情報を、
組織で共有・検索・再利用できる状態 にできます。

製造業における主な価値

品質トラブルの再発防止 安全対策・ヒヤリハットの記録 設備トラブル対応のナレッジ化

研究開発・技術継承の支援 顧客要望の社内共有 DX推進・業務改善テーマの可視化
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ご相談について

まずは本資料を社内で展開し、別途個別にご相談ください。

YOMEL は、カスタム要約、AIチャット機能を駆使することで、議事録作成工数の削減だけでなく、
情報共有・引継ぎ・ナレッジ化 の効果を実感いただけます。

こんな会議からの利用がおすすめです

✓品質トラブル会議 ✓安全衛生委員会

✓DX推進会議 ✓研究開発会議

✓工場長会議 ✓顧客との技術打合せ

CONTACT  US

貴社の 部門・会議体 に合わせて、
YOMELの活用方法をご提案いたし
ます。

ご相談はこちら

https://timerex.net/s/erniemlg/030f74da
https://timerex.net/s/erniemlg/030f74da
https://timerex.net/s/erniemlg/030f74da
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